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はじめに

平素は、岬町社会福祉協議会の諸事業に対し、温かいご理解とご支援、

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

本協議会では、第３次岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本理

念である『心つながり ふれあう みさき』の実現に向け、住民の皆さ

ま並びに地区福祉委員会や福祉協力校（淡輪・深日・多奈川小学校、岬

中学校）、関係機関等の皆さまと共に、大人も子どもも含む地域住民が

共に学びあい、共に育ちあう『“福祉共育”＝共に育つ力を育む』を中

心に、町ぐるみで様々な地域活動に取組んでいます。

毎年８月には「みさき地域活動“発表会”～地域福祉共育実践プレゼ

ンテーション～ありがとうの気持ちをカタチに！！」と題し、皆さまか

ら温かいお力添えをいただいております赤い羽根共同募金のしくみや福

祉協力校等による取組発表を中心とした配分金活動報告会を開催してい

ます。

令和３年度におきましても、８月２４日の開催に向けて準備していま

したが、緊急事態宣言を受け、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点

から、令和２年度に続いて開催を中止せざるを得なかったことから、発

表を予定していた福祉協力校や配分金受配団体の取組をまとめた上で、

コーディネーターとご講演をいただく予定でした、四天王寺大学（教育

学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からコメントをいただき、本冊

子を作成いたしました。

本冊子によって、地区福祉委員会や福祉協力校、活動団体等への理解

が深まり、さらなる地域活動の発展、そして『“福祉共育”を通して町

づくりを考える』一助になれば幸いです。

令和３年１１月

社会福祉法人 岬町社会福祉協議会

会 長 辻󠄀 下 謙 二
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岬町立 淡輪小学校

学校の概要

対象児童数

全校児童 ３７６ 名

１年生６６名･２年生５４名･３年生５６名
４年生８０名･５年生６４名･６年生５６名

教育目標 笑う

目指す児童像

・進んで学習にとりくむ子ども
・自分を大切にする子ども
・仲間を大切にする子ども

校訓 かがやけ淡輪っ子 元気いっぱい 夢いっぱい

２



○各学年・全校児童の取組等

事業・活動目標

・まちや人と出あい、自分との関わりについ
て学び、人や社会と共に生きることの大切さ
について考えを深める。
・全ての人が暮らしやすい社会を築くために
自分にできることを考え、実行しようとする
意識を高める。

事業・活動の位置づけ
地域と協働でつくる福祉共育として、人権総
合学習の中の「障がい理解教育」及び「地域
学習」等として位置付ける。

１年生 地域学習
「むかしあそびめいじんになろ
う」

【ねらい】
・昔遊びを通じて地域の方とふれ
あい、温かい交流を通して地域へ
の愛着心を育む。
・教えていただいた遊びを友達や
家族等と楽しみ、親交を深めてい
こうとする意欲を高める。

【協働団体】
・地区福祉委員さん
・民生児童委員さん 計約２０名

【児童の学び】
ゲストティーチャーの方々に

しっかりとあいさつをしたり、ほ
められてとても喜んだりしていた。
「ちいきの人はおてだまを３こも
できてすごかった。おてだまがで
きなかったのに、できるように
なった。」「おしえてくれたあそ
びをおうちの人にしらせたい。」
などの感想があった。
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○各学年・全校児童の取組等

４年生 障がい理解教育
「車いすに乗ってみよう！おし
てみよう！感じてみよう！」

【ねらい】
・車いすに乗って校内をめぐる
ことで、日常の中にある「バリ
ア」やバリアフリーに気づき、
全ての人にとってすごしやすい
社会を築いていくために、自分
にできることについて考えを深
める。

【協働団体】
・社会福祉協議会さん
（コロナの影響で昨年度は地区
福祉委員さんと岬高校の生徒さ
んに入っていただくことはでき
なかった。）

【児童の学び】
はじめに、社会福祉協議会の

方から、社協の取組や車いすの
使い方を教えていただいた。実
際に車いすに乗ったり押したり
する体験を、積極的にすること
ができた。新しくできたユニ
バーサルトイレもコースに入れ、
よさを体感することができた。
「心のバリアも障害物のバリ

アもどちらもなくしていきたい
と思った。もっとみんなに障が
い者のことを知ってもらいたい
と思った。」「C棟に行くス
ロープの幅がせまかった。でき
れば広げられたら、みんなに便
利だと思う。」などの感想が
あった。
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○各学年・全校児童の取組等

５年生 平和学習
「戦争体験聞き取り学習」

【ねらい】
・史実を踏まえ戦禍の実態を知
り、平和な社会を築くために自
分にできることについて考えを
深める。
・互いに考えを尊重し、うまく
折り合いをつけたりすることの
大切さについて考える。

【協働団体】
・地区福祉委員さん

【児童の学び】
時代背景や考え方、聞かせて

いただく姿勢などを事前に学習
したうえで、地域の方から戦争
体験の講話をいただき、「平和
の大切さ」を心に刻むことがで
きた。
「地域の方が伝えたいことは、

もう戦争が終わったからいいと
かではなく、みんなで戦争のこ
とを考えて、亡くなった方のこ
とを考えて、戦争はどういうも
のか向き合うことが大切だと思
いました。」「戦争はどんなに
時がたっても、みんなで『平和
な世の中にしていくには』と考
えたりすることが、今私たちに
できることだと考えました。」
などの感想があった。
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○各学年・全校児童の取組等

事業・活動を実施した
ことによる成果

地域と協働でつくる福祉共育では、地域の方
との触れ合いの中で、見守ってもらったり、
ほめてもらったり、アドバイスをもらったり
することを通して、子どもたちが実に表情豊
かに活動を楽しむ姿がある。また、地域の方
からも、「子どもたちに元気をもらった。」
「次はいつきてくれるん？」など、必要とし
てもらえていることが伝わることも、子ども
たちの自己有用感につながっている。

地域の方へ一言

地域と協働でつくる福祉共育や、赤い羽根共
同募金など、子どもたちが地域の中で幸せに
生きていくことにいつもお力を貸してくださ
り、本当にありがとうございます。地域の学
校として、地域と共に子どもたちを育ててい
きたいと思いますので、今後ともどうぞよろ
しくお願いいたします。

キューピークラブ
「施設訪問活動」

【ねらい】
・自ら進んでボランティア活動
に参加し、人や社会のために自
分にできることについて考える。
・地域の方々と共に活動を計画
し、練習や実践に取組むことを
通して、地域福祉に対する関心
を高める。

【協働団体】
・地区福祉委員さん
・社会福祉協議会さん

【児童の学び】
コロナの影響で大幅に活動を

縮小・変更せざるを得ない状況
の中で、これまでの活動を思い
返し、自分たちにできることを
考えてリモート交流を計画する
ことができた。

６



四天王寺大学（教育学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からのコメント

取組全体のまとめ

福祉共育の活動目標を「まちや人と出あい、自分との関わ
りについて学び、人や社会と共に生きることの大切さについ
て考えを深める」「全ての人が暮らしやすい社会を築くため
に自分にできることを考え、実行しようとする意識を高め
る」と設定し、子どもたちの発達段階を意識された福祉共育
活動に取組まれています。
１年生の「地域学習」、４年生の「障がい理解教育」、５

年生の「平和学習」と、キューピークラブによる施設訪問活
動（ボランティア）などで、子どもたちが主体的に活動でき
るプログラムや地域住民との関わりなどから、子どもたちが
地域でどのように生活していくのかということを意識されて
います。これらは学校内で完結させるのではなく、地域住民
にも可能な限り協力を求めながら福祉共育活動を進められて
います。

取組良点・長所

淡輪小学校の教育目標は「笑う」とされていますが、福祉
共育の視点から考えると、誰と・何で・どのように笑うかと
いうことを大切にされているのではないかと感じました。そ
の視点で目指す児童像の３つの柱である「進んで学習にとり
くむ子ども」「自分を大切にする子ども」「仲間を大切にす
る子ども」は、福祉共育の中でも丁寧に取組まれていると思
います。
例えば１年生の地域学習で昔遊びの体験では、地域の方か

ら遊びを教わる中で、子どもの感想にもありましたが「ちい
きの人はおてだま３こもできてすごかった」とあり、地域の
方（人）との関わりに喜びや感動を経験ができている感想が
ありました。福祉共育は地域で自分と他者の関わりとともに、
他者との関わりに関心を高めることが重要であり、小学校早
期からこのような取組がされていることは、今後子どもが地
域で住民との接点を意識するきっかけにもつながるものと思
います。
また４年生の取組では障がい理解教育として子どもたち自

身も車いすを使う体験をするとともに、日常の中にあるバリ
アに気づき、全ての人にとって過ごしやすい社会とは何かと
いうことを考えることをねらいとされています。これは車い
すなど障がいがある人はかわいそう、大変だということで終
わるだけにつながる車いす体験ではなく、子どもたち自身が
地域の一員として何がバリアになるのかを考えることにより、
子ども自身が地域住民の一員として主体的な生活者として地
域づくりの視点を学ぶことにもつながっていくのではないで
しょうか。
淡輪小学校のプログラムに地域の方も協力されている様子

が伝わってきました。今後も小学校での福祉共育を地域とこ
れまで以上か活動に接点を大切にされ、子どもたちも地域の
皆さんも地域が笑いあえること地域づくりに取組まれること
を期待しています。
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岬町立 深日小学校

学校の概要

対象児童数

全校児童 ８０ 名

１年生１５名･２年生１８名･３年生１１名
４年生 ７名･５年生１２名･６年生１７名

教育目標
安心して学べる学校生活で、「知・徳・体」の
バランスのとれた子どもを育成する

目指す児童像

１「知」すすんで学び、確かな学力を身につけ
た子ども
２「徳」すべての人とともに生きるなかで、豊
かな心を身につけた子ども
３「体」生命を尊び、健康に生きる力を身につ
けた子ども

校訓

１自分のことは自分で（自主自立）
２いつも明るく すべて正しく（公明正大）
３工夫をこらそう（創意工夫）
４みんな仲良く（協力尊重）
５きまりを守ろう（秩序規律）
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○各学年・全校児童の取組等

事業・活動目標 ひと・まち・つながる教育

事業・活動の位置づけ
少子高齢化に伴い、人とのつながりを生かし、児童が
主体的な学びを通して学習を深め、学校だけでなく地
域も活性化する。

２年生 手話の学習
〜伊木さんとの出会い〜

聴覚障がいのある伊木さんとは、直接
会うことはできませんでしたが、映像を
通しての交流を設定しました。取材した
伊木さんの自己紹介映像を見せたところ、
手話に大変興味をもち、多くの児童が自
分から練習したり、伊木さんについて質
問を考えたりすることができました。
映像で一人ひとりの名前の手話を教え

てもらい、「わたしの名前は〜です。」
と言えるようになりました。録画した２
年生の自己紹介メッセージを届けたり、
手話歌に取組んだりして、２学期も伊木
さんとの交流を続けていく予定です。

３年生 まるみスーパー見学

３年生は、「まるみスーパーさん
の広告ポスターを作ろう」という目
的意識をもった社会見学を行いまし
た。
子どもたちは、今まで日常的にい

くことが少なかった地元のお店の魅
力を再発見し、お店の人との交流を
通して地元のお店に愛着を持つこと
ができました。配達サービスを行っ
ていることなど、福祉の視点に気づ
くこともできました。
子どもたちが作った広告ポスター

は、お店の入り口に掲示してくだ
さっています。学習の深まりに加え
て、お店の方が子どもたちや学校教
育活動に理解を深めてくださったこ
とも良かったです。
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○各学年・全校児童の取組等

全校梅とり体験〜My梅干しへ〜

R3年度で３年目の梅プロジェクト。
地元の食材にふれ、生産から消費ま
でを実感する目的で行っています。
地域の河野さんに梅園を使わせてい
ただき、全校梅取りを２回行いまし
た。（梅ジュース用と梅干し用）
１年生は初めての梅取りで、「赤

くないで、梅じゃないやん。」
「梅って土の中にできると思って
た。」など、子どもらしい発言が見
られました。６年生に実がなってい
る枝を低くしてもらうなど、やさし
い心の交流もはかることができまし
た。
３年生は自分たちが１年生の時に

植樹した梅の木に初めて実が実った
ことに対する感動や喜びを感じてい
ました。楽しく活動でき、「来年の
梅取りが待ち遠しい」という感想も
聞こえました。

５年生 梅プロジェクト
５年生は聞き取り学習を行い、梅

ジュースや梅干しの作り方指導に加
えて、梅作りに対する河野さんの思
いも学ぶ貴重な学習機会となりまし
た。学んだことは、壁新聞に表現し
ました。
完成した梅干しは、「My梅干し」

として、個別容器で全校児童が持ち
帰って味わうことができました。そ
れぞれ家庭でどんな食べ方で楽しん
だのか、感想を２学期にアンケート
し、河野さんにお届けする予定です。

めっちゃおいしい！梅ジュース！
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○各学年・全校児童の取組等

３・４年生 長松海岸での磯遊び

目的は、岬町の豊かな自然環境と
地域の特性を生かし、磯遊びの体験
学習をすることで、自然への感謝や
郷土愛を育むことです。取組みの実
施に当たっては、水産技術センター
職員さんに知識面、安全面でサポー
トをしていただきました。
長松海岸は、校区内の自然海岸で

あるにもかかわらず、多くの児童が
磯遊びを体験したことがありません
でした。
今回、海洋教育の一環として実施

でき、子どもたちもアメフラシなど
の海の生き物を見つけ、触り、感じ
ることとで、豊かな自然と人とのつ
ながりを実感することができました。

５年生 戦争体験の聞き取り

地区福祉会委員長が窓口になって
くださり、深日校区にお住まいの辻
公三さんから戦争体験の聞き取り学
習を行いました。太平洋戦争開戦か
ら、終戦に向けて加速する戦争の状
況を時系列で話していただき、よく
分かりました。 特に、深日地区に爆
弾が落とされた話や辻さんが機銃掃
射を受けたお話は、場所も分かるの
で、子どもたちは戦争の恐ろしさを
より深く感じていました。
「次の世代の人たちにこの話を伝え
たい。」「正しいと思う判断をしん
ちょうにする。」など、辻さんの思
いをしっかり受けた感想を届けるこ
とができていました。来年のヒロシ
マ修学旅行につながる、実りの多い
学習となりました。
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○各学年・全校児童の取組等

事業・活動を実施した
ことによる成果

人のつながりが子どもたちの視野を広げ、又、地域
への愛着につながっている。それが、学校そして地
域の元気につながっている。

地域の方へ一言

新型コロナ禍においても、感染予防対策を行いなが
ら、子どもたちの成長ために今できることを共に考
えて下さり、ご協力いただけてていることが本当に
ありがたいです。

４年生 土のう作り体験

昨年度に引き続き今年度も岬町
の危機管理担当の方々から、防災
や自然災害発生時の対応などにつ
いて教えていただきました。今年
は土のう作りの体験をしました。
子どもたちはスコップで土を入れ、
悪戦苦闘しながら紐を結び、３０
～４０ｋｇの土のうを作りました。
それをみんなで運ぶのも力を合わ
せなければなりません。
危機管理担当の方々や消防団の

方々は、災害時や大雨の時に、こ
んな重いものを運び、みんなの命
を守ってくださっていることを体
験を通して学ぶことができました。

５年生 車いす体験(R2)

例年は校外に出ての体験を行っ
ていましたが、昨年度は新型コロ
ナ感染予防の観点から校内施設を
活用しての体験を実施しました。
社会福祉協議会や深日地区福祉

委員会の方々にサポートしていた
だきました。普段何気なく移動し
ている学校内を車いすで体験する
ことで、バリアフリー(物と心の
両面において)な世の中の必要性
を感じることができました。
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四天王寺大学（教育学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からのコメント

取組全体のまとめ

福祉共育の活動目標を「ひと・まち・つながる教育」と
して、各学年での取組が進められています。これは小学校
の
目指す児童像のひとつとして掲げられている「温かい思い
やりを持ち、協力して高め合おうとする子ども」の考えと
も深い関係性があるものと考えます。福祉共育の活動とし
ては、２年生の「手話の学習」、３年生の「スーパー見
学」、５年生の「梅プロジェクト」と全校を対象とした
「梅干し体験～My梅干しへ～」、３・４年生は長松海岸で
の磯遊び」「土のう作り体験」、５年生の「戦争体験の聞
き取り」「車いす体験」と、活動内容も多岐にわたってい
ます。

取組良点・長所

深日小学校での福祉共育は狭い意味の福祉共育ではなく、
地域での生活理解を意識された学びの取組が進められてい
ます。２年生の手話学習では単純に手話の技術を学習をす
るのではなく、実際に聴覚障がいのある住民の方に協力を
求めて、交流を含めた福祉共育活動が行われています。こ
の取組は、子どもたちが地域に生活される住民の方への関
係性について意識し、コミュニケーション手段の一つとし
て手話を学ぶという意味が含まれていると感じ取りました。
また地域の方との交流はその日に出会った人の交流だけで
なく、地域で多様な住民の方が共に生活していることを理
解できることも必要であり、報告書にもありましたが、そ
のプログラム当日限りの関係性だけでなく、継続的な関わ
りや他の地域住民の生活にも関心が持てるようにすること
も大切な視点と思います。
あわせてこれらの小学校全体での段階ごとの福祉共育の

実施により「地域についての理解」→「地域の関心を高め
る」→「生活理解」→「生活者としての自らとの接点の理
解」など発展的な学びにつながるものと考えます。具体的
には５年生の車いす体験ではバリアフリーについても考え
られています。ここでは道路等の段差があるという物理的
障壁だけでなく、心のバリアフリーについても取り上げら
れていました。物と心の両面が大切であるということは、
バリアフリーに限定されるものでではなく、地域生活にお
いても障がいの有無を問わず、住民同士の関係性でも心を
通い合わせることを学ぶ経験にもつながっていくのではな
いでしょうか。また、これらは子どもたちが一方的に学ぶ
ものではなく、地域住民の皆さんにとっても子どもたちと
の関わりを通して心の通い合う地域での関係性を深める機
会になるものと思います。
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岬町立多奈川小学校

学校の概要

対象児童数

全校児童 ５３ 名

１年生 ４名 ･ ２年生 ７名 ･ ３年生 １３名
４年生 ６名 ･ ５年生 １３名 ･ ６年生 １０名

学校教育目標

正しく、強く、明るい子ども

～確かな学力を身につけ、夢を持ち、
主体的に生きる子ども～

目指す子ども像

・自ら学び、自ら考え、より高い自分を求め努力する
子ども

・温かい思いやりをもち、協力してともに高め合おう
とする子ども

・心と体を鍛え、目標実現に向けて粘り強く努力する
子ども

目指す学校像

・子どもたちが喜び、学んだことを誇りに思える学校

・教職員が喜び、勤務したことを誇りに思える学校

・地域が喜び、親しみをもって誇りに思える学校

１４



○各学年・全校児童の取組等

事業・活動目標
一人ひとりの人間性を高めることを通して、福祉の意
味についての理解を深め、共によりよい社会を築こう
とする子どもを育成する。

事業・活動の位置づけ

・学校行事、特別活動、道徳教育、生活科、総合的な
学習の時間を中心に、すべての教育活動を通して活動
を推進する。
・地域の方々との連携を深め、岬町社会福祉協議会の
支援を得て、活動の充実を図る。

１年生 昔の遊び体験学習

小学校へ入学してから初めて体験する
事ばかりだった1年生にとって、3学期の
始めの「昔の遊び体験」は、自分たちが
お姉さん・お兄さんとして次に入学して
くる保育所・幼稚園の年長児を招待して
一緒に体験する取組みです。
多奈川地区福祉委員会の方々から、今

では体験することがない昔の遊びを丁寧
に教えていただきます。
1年生も体験を通して驚きと発見の連続

ですが、下の子をリードしながらの体験
となるので、周りの様子を常に意識しな
がら活動する児童の育成につながってい
ます。

２年生 おもちゃまつり

2学期にみさき里山クラブの方々に手作
りのおもちゃ作りを楽しく教えていただ
きます。思いもよらない動きをするおも
ちゃを作る楽しさを知り、その仕組みを
考えながら行う取組です。
そして、その取組を受けて、今度は自

分たちのオリジナルのおもちゃを作って、
保育所・幼稚園の年長児や1・3年生を招
待する「おもちゃまつり」を行います。
楽しく遊ぶためのルールを作ったり、分
かりやすい説明の方法を考えたりと工夫
する姿が毎年見られます。招待した人た
ちを楽しませることを意識しながら行動
できる児童の育成につながっています。
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○各学年・全校児童の取組等

３年生 お月見体験学習

古くから伝わる季節ごとの風習の一
つである「お月見」。お月見団子をこ
ねたり、石うすできな粉を挽いたりし
ながら交流し、昔の道具にも触れなが
ら、情緒ある日本の四季を感じること
のできる取組です。
毎年、多奈川地区福祉委員会の方々

から、昔話を交えながら丁寧に教えて
いただきます。
子どもたちは、なぜ９月に月を見る

風習があるのかについて、昔の多奈川
地区で行われていた「団子つき」とい
う風習に驚きながらも楽しんで体験す
ることができます。
この体験学習を通して、子どもたち

は、テレビ・携帯電話・ゲームだけで
なく、電気機器そのものがなかった時
代を想像し、移り行く日本の季節を感
じられる児童の育成につながっていま
す。

（昨年度は感染症予防のため実施せず。写真は一昨年度のもの。）

３年生 昔のくらし体験学習

自分たちの生活の仕方は、昔に比べ
てとても便利になっていること、また
便利な物、仕組みがない状況で、昔の
人たちがどのように工夫したり、協力
したりしながら生活をしてきたのかを
知り、考えることの出来る取組です。
多奈川地区福祉委員会の方々から、

お釜でごはんを美味しく炊く方法や洗
濯の方法などを、当時の思い出話を織
り交ぜながら教えていただきます。
体験では、炊飯器で炊いているご飯

と比べて美味しいと感じたり、冬の寒
い日に水で洗濯する辛さを感じたりす
ることができます。
この体験を通じて、生活が豊かにな

るということについて、また不便を感
じることに対して自分たちでもできる
工夫や協力について考えることのでき
る児童の育成につながっています。

（昨年度は感染症予防のため聞き取りのみ実施。）

１６



○各学年・全校児童の取組等

４年生 認知症講座

みんなが安心してこの少子高齢化社
会で生きていくために、岬町でも認知
症の症状の持った方々の割合が今後一
層増えていくことを知ったり、もしも
そのような方と出会ったらどのような
ことができるのかを考えながら、様々
な人との関わり方を学ぶ取組です。
岬町キャラバンメイト連絡会の方々

から岬町の現状と認知症の方の特徴に
ついて教えていただきます。
子どもたちは、キャラバンメイトの

方々の寸劇を見ながら、具体的な場面
について考え、身近な人が認知症にな
る可能性もあるということも知り、考
えを深めていました。
この講座を通して、少子化高齢化な

どの身の回りに起こっている諸課題に
ついて積極的に考え行動できる児童の
育成につながっています。

（感染症防止のため寸劇はDVDで視聴。写真は一昨年度のもの。）

４年生 「出たぞ水だ」学習

今のように蛇口をひねると水が出る
というような水道が整備されていな
かった時代がありました。その生活を
自分のためではなくみんなのために改
善しようとした先人が岬町にいたこと
を知り、みんなの生活を豊かにしてい
くための考え方に触れることのできる
取組です。
その先人を知る方から、当時の生活

の様子をお聞きし、最後には家族や友
達とどう接していってほしいかなどの
メッセージをいただきます。
当時、水をくむ仕事は子どもが担っ

ていたことを知り、実際に桶に水を入
れて歩いてその過酷さも体験します。
この体験学習は、周りにいる人のた

めに何ができるかを考えて行動できる
児童の育成につながっています。
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○各学年・全校児童の取組等

事業・活動を実施した
ことによる成果

お互いを支え合いながら、地域ともつながることがで
きる子どもの育成を進めることができた。
子どもたちが、地域の方々の熱い思いをしっかりと受

け止め、その思いにこたえられるようにがんばろうとす
る姿勢が随所に見られるようになった。地域のボラン
ティアさんに挨拶やお礼の言葉を伝わる声の大きさで言
える児童が育ってきた。

地域の方へ一言

子どもたちのために惜しみなく、出来る限りのことを
していただける地域の方々に支えられて、このコロナ禍
の中でも多奈川小学校の教育活動を進めることができて
います。簡単に「できない」とするのではなく、どうす
ればできるかを一緒に考えていただけていることに、深
く感謝しております。

５年生 車いす体験学習

子どもたちが何気なく生活している学校
でも、立場を変えれば生活しにくい環境だ
ということを知り、どうすればみんなが暮
らしやすくなるかを考えることのできる取
組です。
この体験は多奈川地区福祉委員会の方々

が、車いす一台ずつサポートしていただき
ながら実施しています。
子どもたちは、車いすに座る人・押す人

の立場となって歩道を歩いたり、スロープ
を登ったり、買い物をしたりします。どん
なことに不便さや不安さ、困難さを感じる
のか、これから様々な視点で考えることの
できる児童の育成につながっています。

６年生 平和学習

私たちが安心して自分の夢や目標に向
かっていけるのは、平和な社会があるから
だということを、広島への修学旅行を通し
て一人ひとりが考える取組です。
事前学習では、実際に多奈川で空襲を体

験された方々からお話をお聞きしたり、地
域の方から広島で奉納する千羽鶴を託され
たりとたくさんの方々の想いに触れます。
毎年、広島から帰ってきた子どもたちは、
1～5年生・教職員の前に立ち、自分たちの
言葉で堂々と平和の大切さや戦争の悲惨さ
を語る姿を見せてくれます。
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四天王寺大学（教育学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からのコメント

取組全体のまとめ

福祉共育の活動目標として、「一人ひとりの人間性を高
めることを通して、福祉の意味についての理解を深め、共
によりよい社会を築こうとする子どもを育成する」とされ
ています。具体的な取組として１年生「昔の遊び体験学
習」、２年生「おもちゃまつり」、３年生「お月見体験学
習」「昔のくらし体験学習」、４年生「認知症講座」
「『出たぞ水だ』学習」、５年生「車いす体験学習」、６
年生「平和学習」に取組まれています。多岐にわたるプロ
グラムがありますが、子どもたちが生活理解を進めること
により、子どもたち自身が生活の当事者としての意識を高
められるように活動されています。これは多奈川小学校の
目指す子ども像である「温かい思いやりをもち、協力して
ともに高め合おうとする子ども」にもつながる取組である
と考えます。

取組良点・長所

子どもたちが生活者としての理解をするために、地域の
皆さんと関わることや、地域の資源を活用しながら取組が
進められています。１年生の「昔の遊び体験学習」は、地
区福祉委員会の皆さんから昔の遊びを教わる取組ですが、
子どもたちの側から見てみると、地域住民の皆さんへの意
識を持つとともに、日頃からの地域で関わっている人との
接点についても考えることができると思われます。それと
ともに昔の遊びを住民の方から教わることで、住民の方の
遊びの技術を子どもが感じるとともに遊びのプロとしての
憧れや尊敬の念を持つこともあるのではないでしょうか。
また、交流での人との関係性の基盤を作った後は、自然

学習、生活理解、福祉学習、平和学習へと進められてます
が、それぞれの段階でも住民の方とも協力を求めながら福
祉共育活動が進められています。また、地域の環境を生か
した取組も、子どもが身近に自身との関係性を考えていく
ためにも大切なことであると思います。
このように地域住民などの他者や環境との関係性を考え

るには、これらの接点との日々の関係に気づくこと、そし
てその接点から関心を深めること、直接的に五感によって
関わること、そうして自身も主体としてどのように生活者
としてつながり続けるのかということを考えられるように
していくことが重要です。
そうして、福祉共育のねらいを持つとともに、これらの

取組によって子どもたちの生活が具体的にどのように充実
しているのかということを意識するとともに、その様子を
学校だけでなく地域住民の皆さんとも共有することが今後
の活動につなげるために大切なことではないかと感じまし
た。
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岬町立 岬中学校

学校の概要

対象生徒数
全校生徒 ２８３ 名

１年生８６名･２年生９５名･３年生１０２名

教育目標

学校教育目標：安心して学べる楽しい学校づくり
をとおして一人ひとりが輝く

人権教育目標：人権感覚を確立し、差別を見抜き
反差別に生きる力を身に付ける

目指す生徒像
・自分及び他者の人権を守る行動ができる生徒
・自分自身を高め、未来を切り拓く生徒
・人と人とのつながりを大切にする生徒

校訓
ひとりはみんなのために
みんなはひとりのために
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○各学年・全校生徒の取組

事業・活動目標

様々な人たちとの出会いを通して、生徒たちが自分の
生き方を考えられる取組をしている。生徒は出会いを
とおして自己をみつめ、周りと協力し、様々なことに
取組んでいる。出会いを大切にし、地域へ感謝の思い
を返していけるよう事業を行っている。

事業・活動の位置づけ

人権教育を基本に位置づけ、教育活動を展開している。
本事業は、お互いの違いを認め合い、自分の生き方を
探っていくという人権総合学習の中で、地域とつなが
り、具体的な体験や出会いができる学習活動として、
位置づけている。

全校生徒対象
いじめをなくす取組

・目的
いじめられた心の傷は「一生つきまとう」
ものであり、いじめる側の責任の重さに気
付かせる。自分の言動が「いじめ」になり
得ることを認識させる。

・内容
絵本『2番目の悪者』を読んで、自分事と
捉えることの大切さに気付かせ、行動する
ことの大切さを知る。
いじめをなくすために自分にできることを
考え、岬中学校の「いじめあかん文化」を
継承していく。
いじめをなくしたいという思いを全校集会
で共有する。

・活動を通して
生徒からは「この学習で物事を表面的に見
てはダメだとわかった」（1年生）、「自
分が今できることや行動に示すことで何か
変わっていくと思う」（２年生）、「今、
自分の周りには叱ってくれる友達がいるか
ら、その友達に感謝しようと思った」（３
年生）などの感想があった。授業では一人
ひとりが日常の自分の生活に重ねて考える
ことができ、集会では岬中学校からいじめ
をなくしたい、との思いを全校生徒で共有
することができた。
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○各学年・全校生徒の取組等

第１・２年生対象
ノーマライゼーション（共生）学習

・目的
１年…常石さんとの出会いを通して、困
難を乗り越え挑戦し続ける生き方を学ぶ。
２年…障がいを乗り越えて輝いている身
近な先輩との出会いから、諦めない気持
ちや困難に逃げずに向き合う気持ちを学
ぶ。

・内容
岬中の卒業生であり、元JRA騎手・現在
障がい者馬術の選手として活躍されてい
る常石勝義さんを招いて講演会・交流会
を行った。

・活動を通して
生徒たちは前向きに挑戦し続ける常石さ
んの姿から、「自分らしい生き方」とは
何かを学んだ。また、「私も常石さんの
ように困難があっても乗り越えて頑張っ
ていきたい」との感想があがった。

全校生徒対象
平和登校日

・目的
広島平和記念日の８月６日に平和を祈り、
今世界や日本で起きていることに感心を
もつ。平和をつくっていくのは自分たち
であるとの意識を高くする。

・内容
3年生から今までの平和学習のまとめを
発表。そのあと、沖縄戦遺骨収集国吉勇
応援会・学生共同代表の西尾慧吾さんを
招いて講演会を行った。西尾さんからは
自身の修学旅行での体験や現在の活動に
ついてお話を伺った。

・活動を通して
講演後の質疑では多くの生徒の手が挙が
り、活発な交流になった。生徒たちに
とって「自分事」として捉えることの大
切さを改めて考える機会になった。
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○各学年・全校生徒の取組等

ぴ～ふる（人権サークル）対象
平和登校日

・目的
地域の方から太平洋戦争当時の岬町での
出来事についてお話を聞くことで、地域
の歴史に関心を持つ。どこか遠くの話、
ではなく身近なところで起こった話を聞
くことで平和を求める意識を高める。

・内容
深日地区福祉委員の中村勲さんから太平
洋戦争時の深日地区の空襲について、軍
需工場での逸話を聞く。

・活動を通して
地元のことであるが、「知らなかった」
との感想を述べる生徒が多かった。中学
生が地域の方から戦時中のお話を聞くこ
とが今までになかったが、今回初めてこ
のような時間を設けていただいた。とて
も良い学びになった。

１・２年生対象（過年度）
部落問題学習

・目的
あらゆる差別を許さない生徒の育成を目
指す。反差別の生き方をする方々との出
会いを通して人権感覚を磨く。

・内容
○絵本『ひらがなにっき』の作者吉田一
子さんの生い立ちを学び、娘さんの清水
順子さんと出会う。（1年）
○２学期の校外学習で奈良の水平社博物
館へ行き、西光寺の清原隆宣さんに出会
う。（１年）
○宿泊体験学習で姫路の太鼓職人杉本大
士さんに出会う。（２年）

・学習を通して
差別の現実に学び、人の思いに触れるこ
とで、差別に負けない生き方をしたいと
の感想が生徒たちから毎年あがっている。
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○各学年・全校生徒の取組等

事業・活動を実施した
ことによる成果

「出会い」を通して、人の思いに触れることで生徒
の心の成長につながっている。

地域の方へ一言

登校指導や取組の際にご協力いただき、誠にありが
とうございます。朝の見守りのときに声をかけても
らっている生徒もいて、地域の方の関わりがあって
こそ安全な学校づくりができていると感じます。今
後もどうぞよろしくお願いいたします。

２年生（過年度）
職業体験学習

・目的
体験を通して、将来の自分について考え
働くことの大切さを学ぶ。

・内容
地域にある事業所さんにご協力いただき、
２日間の職場体験をさせてもらう。体験
で学んだことをレポートにまとめ、振り
返る。また、校務員さんや事務員さん、
卒業生の方々から職業に関する聞き取り
学習をする。

・学習を通して
生徒たちは体験先で様々なことを教えて
いただき、仕事をすることの大切さや苦
労を身近に感じることができる。各事業
所の方々にはいつも温かく受け入れてく
ださっており、大変感謝しております。

３年生対象（過年度）
多文化共生学習

・目的
様々な文化をルーツに持つ人との「共
生」について考える。他者を尊重するこ
との大切さについて学ぶ。
・内容
在日コリアの方々についての学習を中心
に日本と朝鮮半島の歴史を学ぶ。劇団タ
ルオルムの方々の劇を鑑賞し、劇団員の
方との交流を行う。

・学習を通して
劇や出会いを通して、一人ひとりが持つ
ルーツや文化を尊重することの大切さが
わかったとの感想が生徒たちから毎年あ
がっている。
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四天王寺大学（教育学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からのコメント

取組全体のまとめ

岬中学校全体の人権教育目標として「人権感覚を確立し、
差別を見抜き反差別に生きる力を身に付ける」とし、学校
全体の教育活動を通して人権教育に取組まれています。福
祉共育の活動では、様々な人との出会いを大切にされて進
められています。全学年対象の「いじめをなくす取組」
「平和登校日」、１・２年生対象の「ノーマライゼーショ
ン（共生）学習」、「ぴ～ぷる（人権サークル）」、「部
落問題学習」「職業体験学習」「多文化共生学習」など多
岐にわたる活動となっています。

取組良点・長所

福祉共育の取組は、人々の福祉を高めていくものであり、
その意味からも岬中学校で取組まれている人権教育にも相
互に重なっているところが多いです。子どもたちが自らの
生活を見つめ、他の子どもたちや地域住民の方との関わり
を通して周囲の人との関係を理解し、その直接的な経験か
ら人権意識を高めていく活動が行われていると感じました。
この取組の中で、いじめをなくす取組が行われていますが、
いじめる・いじめられるといった当事者間の問題として考
えるのではなく、岬中学校で取組まれている「いじめあか
ん文化」を継承するためにも、いじめをわが事として考え
る工夫が図られているように捉えました。そのほかにも共
生や平和、多文化共生などの学びの機会は、限られた地域
（ローカル）での生活（ローカル）とともに、今後必要と
なる世界や社会（グローバル）での生活を考え、そして行
動に移していくためにも大変意味があるものであると思い
ます。また「自分らしさ」を考える中学生時代に「他者と
の共存」を具体的に捉えていく視点や、地域住民の方との
関わりなども取り入れられた取組の中で、子ども自身も地
域の生活者の一員として存在することを意識していくこと
を進めるためにも福祉共育の活動が活きてもらえればと感
じました。
岬町では各小学校での福祉共育活動も実施されています

ので、子どもたちの学びの継続性を意識し、可能な範囲で
福祉共育プログラムの接続について検討いただく機会があ
りましたら、子どもたちにとってもより学びが深まってい
くのではないでしょうか。
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２６

社協広報紙「社協みさき」135号(令和3年10月1日発行)抜粋



環境美化活動

ほのぼのサロン

見守り支援活動

ひきこもりや心に辛さ・不安をお
持ちの方などを対象に、食事や
ゲームを通して、参加者・ほのぼ
のみさきのボランティア同士で仲
良く交流する、ほっとする居場所
です。

ほのぼのサロンの活動の一つと
して、町も気持ちもきれいに豊
かになるよう、ゴミ拾いを行い、
環境美化の活動にも取組んでい
ます。

コロナウイルスの影響で、外出を自
粛している障がいのある方などが、
不安を抱えないよう、郵送や訪問に
よる見守り支援活動も行っています。
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ほのぼのみさきは、これからもひきこもりや心に辛さ・不安をお持
ちの方などが、地域で安心して暮らせるようサポートしていきます。

ほのぼのみさきの活動は１０２回、
ほのぼのサロンは９９回と

活動は１５年以上続いてます！
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☆日 時 ： 毎月の第３金曜日 １３：００～１５：００
☆場 所 ： みんなのたまり場
☆参加費 ： １００円（お茶代）
☆対象者 ： ひきこもりや心の病・障がいのある方のご家族 等
※日時・場所の変更がある場合もございますので、まずはお電話下さい。

あすなろサロンへのお誘い

「家族会あすなろ」では、ひきこもりや心に辛さ・不安等
ある方のご家族が、普段言えない悩みや困りごと等、お茶
やお菓子で一息入れながら、参加者同士で話したり聴いた
りしています。
ひとりで抱え込まずにお気軽にご参加下さい。

至大阪

淡輪駅

さくら会館

コンビニ

淡輪小学校

至和歌山 海洋センター

国道２６号線

至みさき公園
淡輪中交差点

至阪南市

みんなのたまり場

【お問い合わせ】
社会福祉法人 岬町社会福祉協議会
〒599-0303 大阪府泉南郡岬町深日3238-24
☎：072-492-0633･5700／FAX：072-492-5701

プライバシー、個人情報は大切
に、しっかり守ります！

２９

精神保健福祉家族会「あすなろ」



施設等見学訪問 【１０月～１１月頃】
施設や他機関等へ訪問し、一緒に学びを深めましょう！
（参考）出発（10：00）～食事（12：00）～施設等見学（13：00）～帰路（17：00）等

あすなろ・ほのぼの合同クリスマス会 【１２月】
「家族会あすなろサロン」「ほのぼのサロン」の合同で、「クリスマス会」を開催！
参加者同士、楽しく過ごしています。
※「ほのぼのサロン」とは、心に辛さや不安等ある方が参加し、楽しいひと時を過ごす当事者サロンです。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、活動を変更する場合があります。なお、毎月の「あすな
ろサロン」は感染拡大防止を行いながら、可能な範囲で開催していますので、お気軽にご参加・ご相
談下さい。

～家族会あすなろの活動～
あすなろサロン 【毎月開催（施設等見学訪問以外）】
みんなのたまり場にて、１３時００分から１５時００分の間、
参加者同士で近況等についてお話したり、ＤＶＤを活用して学びを深めています。

※時には、社協職員（社会福祉士）や施設の
相談員、コミュニティソーシャルワーカー等、
専門職も参加され、問題解決のための一歩踏
み出すためのお手伝いをしてくれます。

あすなろサロンは、私にとって気兼ねなく
息子の話や悩み等相談でき、共感してもら
える、貴重な場所です。

多種多様な取組を、いろんな機関や施設で
されている活動を拝見し、考えさせられる
ことが多々あります。そして、いつも、ﾞ見
学できてよかった ﾞと思い帰路についていま
す。

普段、顔を合わせることのない、あすなろサ
ロンとほのぼのサロンのメンバーが、一緒に
ランチとケーキを食べながら、おしゃべりし
て、楽しいひとときを過ごしています。
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岬 町 介 護 者 （家族） の 会

学ぶ場を

・介護をする人の気持ちにより添える介護講座
・制度での介護予防・日常生活支援総合事業を学ぶ
・訪問看護、在宅医療について学ぶ
・感染症予防・健康な体づくりについて学ぶ

皆さんが身近なテーマで『学ぶ』場があります！

・リフレッシュ行事
・クリスマス会
・ほほえみ笑学校
・身近な物を使ってほほえみら～く楽かんたん体操

忙しい毎日を忘れ『楽しめる』場があります！

楽しめる場を

・『おーぷんかふぇほほえみ』
・『訪問カフェほほえみ』

皆さんが気軽に『集う』場があります！
日頃の何気ない話で楽しい時間を♪

集う場を

３１

赤い羽根共同募金運動「地域歳末たすけあい募金」配分事業



・他会に参加しいろいろな会とつながる
・ラン伴に参加し認知症について考え、
当事者と交流し理解を深める

いろいろな団体と『つながる』場があります！

つながる場を

・泉州地域の介護者家族の会との活動交流
・見守り訪問活動で日頃の思いを共有

色々な所で意見や気持ちを『共有』する場があります！

共有する場を

ほほえみはこれからも介護する方・される方、
どなたでも『ほほえむ』事の出来る場を創っていきます!

ほほえみの場
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四天王寺大学（教育学部 教育学科）𠮷田 祐一郎 准教授からのコメント

取組全体のまとめ

介護者の家族会として「学ぶ場」「楽しめる場」「集う場」
「共有する場」「つながる場」「ほほえみの場」として、介
護者や家族観の交流や学習、介護者の気分転換を図るなど、
多様な取組を通して、参加者同士の共育活動を進められてい
ます。

取組良点・長所

高齢者の割合が増加している現在、ほほえみさんでは介護者
の家族のケアや交流を進められています。当事者の家族なら
ではの苦労や大変さもある中で、多様な活動を展開されてい
るところは、介護者の負担の軽減にもつながっているのでは
ないかと思います。またそれぞれの「場」のテーマを設けら
れ、様々な企画をされているところは、参加者のニーズに寄
り添った内容であり、多様な機会を通して福祉共育の取組で
あると考えます。

３３

③岬町介護者（家族）会「ほほえみ」

取組全体のまとめ

こころの病や障がいのある方を対象としたサロン活動、環境
美化活動、見守り活動を１５年以上も続けられています。こ
れまでに精神福祉講座やボランティア養成講座など、社協な
どと協力した事業を実施するなど、地域住民など多様な方へ
の学びの機会に取り組まれるなど、地域での共育活動に取組
まれています。

取組良点・長所

ほのぼのみさきさんの取組では、みんなが生活する地域で、
お互いのことを大切にし合うことができることを目指して活
動されていると感じました。こころの負担やハンディキャッ
プのある方は、ご本人や家族にとって負担や不安も含まれる
と思います。そのような大変さに寄り添いながらも、様々な
取組に取組まれることは、メンバーや地域の方の福祉共育で
の学びにつながると考えます。

取組全体のまとめ

地域にお住いのひきこもりや心の病のある方の家族会として
活動されています。みんなのたまり場を活動拠点とし、あす
なろサロン、施設等見学訪問、あすなろ・ほのぼの合同クリ
スマス会を実施するなど、参加者による交流活動を進められ
ています。

取組良点・長所

ひきこもりやこころの病は外部から見えづらいところがある
とともに、それ以上にご本人やご家族の日々の不安や苦労な
ども多いとされています。あすなろさんはその当事者のご家
族を主な参加対象されていますが、家族ならではの語り合い
は参加される皆さんにとってつながりや心の開放などの機会
であるとともに、参加される皆さんのお互いの学び合いの機
会（福祉共育）として大切なことであると考えます。

①精神保健福祉ボランティアグループ「ほのぼのみさき」

②精神保健福祉家族会「あすなろ」



３４

１、日 時 令和元年８月２９日（木） 午後１時３０分～午後４時４５分

２、場 所 岬町社会福祉協議会（会議室・ボランティアルーム）

３、参加者 ４５名

４、内 容 『“福祉共育”をとおして町づくりを考える』

【第1部】午後１時３０分～午後３時５０分

〇講演 『安心して暮らし続けられるまちづくり
～地域におけるセーフティネットを考える～』

講師 大阪人間科学大学 准教授 石川 久仁子 氏

令和元年度地域福祉実践プレゼンテーション

参加者の様子

＜参考＞

講演の様子



○赤い羽根共同募金運動について

○福祉協力校プレゼンテーション
（４校①深日小学校 ②岬中学校 ③淡輪小学校 ④多奈川小学校）

○全体まとめ

○閉会

【第２部】午後４時００分～午後４時４５分

○福祉協力校推進検討委員会

【委員】岬町社協正副会長、各地区福祉委員会

岬町社会福祉施設等連絡会、岬町民生委員児童委員協議会

【講師】大阪人間科学大学 准教授 石川久仁子 氏

福祉協力校推進検討委員会の様子

福祉協力校プレゼンテーションの様子
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